
ＩＲ乾燥機 ＤＩＲ－６００ＰＳ  
アラーム発生時の対処方法 
 

症状 原因 対処方法 

ヒューズ（Ｆ１－３）の破損確認。 ＨＦＤ１（ヒータ断線警報機） 

アラーム ヒータの断線または破損を確認。 

温度調節器のＳＶ値（設定値）が 

低すぎないか確認してください。 

ＴＨ１（温調器）アラーム 

ＰＶ（現在値）がＳＶ（設定値） 

より５０℃以上高くなった。 ＳＳＣ１の出力電圧をテスターで確認。 

ＳＳＣ１の動作ランプの消灯時に 

電圧が検出されるときはＳＳＣ１の故障。 

炉内温度表示のＳＶ値を検討する。 

温度測定位置がヒータに近すぎないか。 

熱電対（温度センサ）の位置を確認。 

 

ヒータ警報 ランプ点灯 

（ヒータは停止しません） 

ＴＨ２（温調器）アラーム 

ＰＶ（現在値）がＳＶ（設定値） 

より２０℃以上高くなった。 

（ＳＶの初期値は１００℃です） 排気ファンなどの冷却装置の増設を検討。 

送り警報 ランプ点灯 

（送りが停止します） 

ＩＮＶ１（インバータ） 

のトリップ 

送材用インバータの異常です。 

ＩＮＶ１のアラーム表示を確認して、 

Ｅ□□で始まる表示であれば異常です。 

インバータ取り説を参考に対処願います。 

復旧はインバータパネルの RESET キー

または送さ電源のＯＦＦです。 

非常停止 

（全ての動作が停止 

します） 

非常停止押し釦スイッチ操作 スイッチを右に回して解除します。 

復旧しないときはリレーＣＲ２を確認。 

消灯しているときは回路の異常です。 

 


